
令和元年台風第１９号等 相双地方農林業の被害 (Ver.7)

相双地方では、１０月１１日から前線の影響で雨が降り始め、台風の接近・通過に伴い１２日
の夕方から１３日の未明にかけて、非常に激しい雨が降りました。総降水量は、相双管内の雨
量観測地点全てで２００mm以上となり、１０月１ヶ月平均値の２倍程度の降水量となりました。
この台風の影響により二級河川宇多川や、小高川をはじめとする相双地方各地の河川で氾濫

や決壊が生じ、広い範囲で浸水が発生するなど甚大な被害をもたらしました。
また、１０月２５日から２６日にかけての台風第２１号に伴う大雨では、２４時間最大雨量

が２５０mmを超す観測地点もあり、応急工事で仮復旧した箇所が再度被害を受けるなど被害が
拡大しました。

令 和 4 年 2 月 1 日

相 双 農 林 事 務 所

（１）総降水量（１０月１１日１５時から１３日６時まで）(単位：mm)

地点名 市町村 降水量

新地 新地町 265.0

相馬 相馬市 260.0

飯舘 飯舘村 337.0

原町 南相馬市 274.5

津島 浪江町 337.0

浪江 浪江町 319.5

川内 川内村 445.5

富岡 富岡町 238.0

広野 広野町 250.5

（２）最大雨量(単位：mm)

地点名 24時間 1時間

新地 260.0 34.0

相馬 254.0 31.5

飯舘 330.5 38.0

原町 269.0 32.0

津島 331.0 38.5

浪江 313.5 35.0

川内 441.0 56.0

富岡 232.5 33.5

広野 247.0 46.5

期間降水量分布図（令和元年10 月11 日15 時～13 日6 時）
（出展）福島県災害時気象資料 令和元年台風第19号による大雨と暴風、波浪

福島地方気象台ホームページより

相双管内の９観測地点のうち、５地
点（飯舘、原町、津島、浪江、川
内）で２４時間最大雨量記録を更新。

主な地点の降水量の時系列図
(令和元年10 月11 日15 時～13 日15 時)

（出展）福島県災害時気象資料
令和元年台風第19号による大雨と暴風、波浪

福島地方気象台ホームページより

相双地方

１気象等の概要

（１）人的被害
死者：５名
(相馬市2名、南相馬市1名、
飯舘村1名、川内村1名)

軽傷者：３名

（２）住家被害
全壊：１４棟
半壊：１,１５３棟
一部損壊：７６０棟
床上浸水：１３８棟
床下浸水：１６０棟
公共建物：６棟
その他（非住宅）：８７８棟

２主な被害状況（11月18日13時現在（相双管内））

３農林業被害状況【確定】（11月20日8時30分現在（相双管内））

１

東日本大震災と原発事故後、営農再開を目指
し、ほ場整備を実施中であったが、小高川の堤
防決壊により、ほ場に土砂が流入。

飯崎地区（南相馬市小高区）



※避難指示区域の範囲は災害発生時点(R元10月)で表示



※避難指示区域の範囲は災害発生時点(R元10月)で表示



災害発生後、そのまま放置すると被害が拡大する恐れや、飲用水等の生活インフラの早期復旧のため応急仮
工事（仮設的な工事）等を実施しました。

４ 応急仮工事等

和田地区 排水ポンプ設置（相馬市）
和田排水機場が冠水し、排水できない状況になっ

たため、農林水産省のポンプによる排水作業が行わ
れた。

山上地区 営農飲雑用水 仮配管設置（相馬市）
生活用水として使用している配管が河川の護岸ととも

に被災したため、飲用水が断水した。早期に復旧が必要
なため、応急仮工事を実施し１１月６日に通水を再開した。

台風接近前、通過後において農作物等の管理に万全に期すよう、ホームページ等により迅速に技術対策情報
を発信しました。
・１０月１１日事前対策情報、１３日・１６日事後対策情報の発信

５ 農作物等の技術対策について

４



６ 災害派遣支援状況（令和2年3月31日現在）

相馬市への支援（査定前打合せ） 南相馬市への支援（現地計測）国・県・市による合同被災調査

７ 災害査定状況（令和2年3月末現在）
（令和元年10月11日から同月26日までの間の暴風雨及び豪雨による災害）

５

現地査定[排水路]（浪江町） 机上査定[被災状況説明]（川内村）現地査定[橋梁]（川内村）

農林水産省、府・県及び県会津農林事務所からの技術者の派遣により、現地被害調査、災害査定等の支援をい
ただき災害査定を完了することができました。
■農林水産省からの派遣　（水土里（みどり）災害派遣隊）

支援期間 派遣先 人数

10/28～12/26
（９回１６班）

相馬市（8班15名）、
南相馬市（8班25人）、
川内村（1班1人）

41

■他県等からの派遣
支援期間 派遣先 人数

秋田県（12/1～3/31）
新潟県(1/1～3/31）

相双農林事務所
農村整備部

7

京都府（12/9～3/31）
石川県(12/16～3/31）
宮崎県（1/1～3/31）
会津農林事務所（12/9～12/20）

相双農林事務所
森林林業部
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派遣職員所属

東北農政局（13班35人※）
北陸農政局（3班6人）
※うち１班2名は相馬市と川内村にそれぞれ派遣

派遣職員所属

秋田県(4人)、新潟県（3人）

京都府（2人）、石川県（１人）、
宮崎県（１人）、
会津農林事務所（2人）

■事務所計
査定回数 事業主体 箇所数 決定額（千円） 工種

12週20班
(11/28～1/24）

福島県、相馬市、南相馬市、広野町、
楢葉町、富岡町、川内村、大熊町、浪
江町、葛尾村、飯舘村

531 4,111,828
田、畑、農道、水路、揚水機、頭首工、
ため池、生活関連、橋梁、
林道、林地荒廃防止施設

　　●農村整備部
査定回数 事業主体 箇所数 決定額（千円） 工種

7週13班
（12/2～1/24）

福島県、相馬市、南相馬市、川内村、
浪江町、葛尾村、新地町、飯舘村

418 3,063,514
田、畑、農道、水路、揚水機、頭首工、
ため池、橋梁、生活関連

　　●森林林業部
査定回数 事業主体 箇所数 決定額（千円） 工種

5週7班
(11/28～1/24）

福島県、相馬市、南相馬市、広野町、
楢葉町、富岡町、川内村、大熊町、浪
江町、葛尾村、飯舘村

113 1,048,314 林道、林地荒廃防止施設



８ 復旧状況（令和3年12月末現在）

【被災状況 耕土流出】 【復旧状況 整地完了】

【水分地区】（新地町）

６

【被災状況 堤防決壊によりほ場へ土砂が流入】 【復旧状況 土砂撤去・整地完了】

【飯崎地区 ほ場整備】（南相馬市）



７

【被災状況 林道崩壊】

【復旧状況 復旧完了】

【関ノ倉線１号】（浪江町）

【被災状況 土砂流入】 【復旧状況 土砂撤去完了】

【大倉地区 営農飲雑用水施設】（飯舘村）

【被災状況 林道崩壊】 【復旧状況 復旧完了】

【日隠山・糠塚線】（川内村）



【被災状況 崩落した土砂により用水路が埋没】 【復旧状況 崩落した土砂を撤去】

【復旧状況 仮設水路設置】
（コルゲートフリューム）

【復旧状況 応急工事完了 R2.4】
（通水開始）

【相馬第二地区（右岸幹線用水路）】（相馬市）

【復旧状況 本復旧工事開始 R3.1～ 】
（無人掘削機による急斜面の追加掘削）

【復旧状況 R3.5.7 】
（コンクリート水路の本復旧に向け

法面保護工を実施中）

右岸幹線用水路
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